
転用許可申請書提出書類転用許可申請書提出書類転用許可申請書提出書類転用許可申請書提出書類チェッチェッチェッチェックククク表表表表 

 

提 出 書 類 内     容 チェック 

①申請書   

②土地登記簿謄本 法務局発行  

③地籍図 法務局発行  

④配置図 建物の寸法、境界までの距離 

浄化槽及び排水先を図示 

 

④事業計画書   

⑤被害防除計画書・誓約書   

   

その他必要書類その他必要書類その他必要書類その他必要書類   

登記簿の住所と現住所が違

う場合 

住民票又は戸籍附票  

資金証明書 残高証明書又は融資証明書  

袋地等の場合 通行承諾書  

一般住宅で敷地面積が 500

㎡を超える場合 

理由書  

許可を受けずに施行してい

た場合 

始末書（５条の場合、受人・渡

人両者とも提出） 

 

   

   

法人の場合 定款・法人登記簿謄本  

   

 

☆ 全て揃っていますか？記入漏れ等ないですか？チェックをお願いします。 

☆ 毎月１５日までに提出して下さい。提出日が閉庁日の場合は、前日までに 

提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



農地法第４条・５条許可申請の事務処理農地法第４条・５条許可申請の事務処理農地法第４条・５条許可申請の事務処理農地法第４条・５条許可申請の事務処理の流れの流れの流れの流れ（県知事許可）（県知事許可）（県知事許可）（県知事許可）

 

※ 受付は毎月 15 日まで受付したものが 25 日頃の 

定例総会で審議 

※ 翌月 25 日頃の常任会議に諮問され許可が決定 

※ 許可書により所有権移転登記ができます（地目は農

地のまま）。工事進捗状況報告を許可後 3 月後・1 年

後と完了報告まで農業委員会へ提出する。 

※完了報告書と現況証明願を農業委員会へ提出 

 現地確認後現況証明書を交付、これにより地目変

更登記ができます。 

※総会での審議後県農村振興課に送付 

（必要書類） 

① 許可申請書（１部）②土地登記簿謄本（1 通） 

③ 申請地に係る公図 ④施設配置計画図 

⑤ 事業計画書 ⑥被害防除計画書 

⑦ 外記載例に掲げる必要書類 

農地法第４条・５条許可申請書の提出 

申請書の受付（毎月 15日まで） 

総会において審査（毎月 25 日頃） 

県農村振興課受付（翌月始） 

許可書の交付許可書の交付許可書の交付許可書の交付（翌々月初め） 

工 事 着 工 

工 事 完 成 

手 続 終 了 

※ 許可書が月始に農業委員会に送付されてきますの

で到着次第本人に通知交付 

※ 申請から許可までに期間は通常 2 カ月から 3 月
かかります、農用地区域内の農地は農用地区域
の除外が認められないと許可が出ませんので半
年ぐらい係る事もあります。 


